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来院時の尿中メタノール濃度は252.1mg/l（基準値3mg/l 以下）、尿中馬尿酸濃度は 7.77g/l（基準値 1g/l 以下）であ
り、重篤な量のメタノールとトルエンの体内分布が存在したことが示唆された。当科における治療は竣功し、急性中
毒による症状や合併症の出現のないまま退院となった。 
症例は 36 歳男性。来院後、胃洗浄と活性炭投与を実施し、ICU 入室となった。血液濾過透析を実施し、エタノー
ル療法を開始した。第 2 病日に血液透析を行い、エタノール療法を第 3 病日まで継続した。第 5病日に ICU から一
般病棟へ転棟し、第8病日に経過良好のため退院となった。 
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入院時身体所見：意識レベルは Japan coma scale 
(JCS) I-3, Glasgow coma scale (GCS) E4V4M6 であ
った。血圧は 120/80, 脈拍数は 68bpm, 体温は 36.1℃, 




Table 1  Laboratory data on admission to hospital 
Blood cell count Biochemistry Blood gas analysis 
WBC 5,530 /mm3 BUN 10.0 mg/dl pH 7.467  
RBC 423×104 /mm3 Creatinine 0.52 mg/dl pO2 105.6 mmHg 
Hb 12.7 g/dl TP 7.0 g/dl pCO2 36.6 mmHg 
Platelet 202×103 /mm3 AMY 66 IU/l HCO3- 25.9 mmol/l 
Coagulation test T-Bil 0.5 mg/dl BE 2.3 mmol/l 
PT 14.9 % CK 162 IU/l Lac 0.90 mmol/l 
PT-INR 1.17  AST 24 IU/l BS 103 mg/dl 
APTT 37.5 sec ALT 28 IU/l  AG 14.9 mmol/l 
FDP 3.5 μg/ml LDH 142 IU/l    
   CRP 0.26 mg/dl    
   Na 133 mmol/l    
   K 3.7 mmol/l    








ガス分析で pHは 7.467と軽度アルカローシスであり, 









浄を実施し、50g の活性炭を投与した。その後 ICU に
入室し、血液濾過透析を実施し、エタノール療法を開
始した。エタノール療法は、99.5％無水エタノールを
水道水で 5 倍希釈し、150ml 投与後に 30ml/hr で持続
投与を開始した。ICU 入室後の経過を Fig. 2 に示す。 
第 2 病日に血液透析を行い、エタノール療法を第 3
病日まで継続した。ICU 入室中に急性メタノール中毒
急性トルエン中毒の新たな症状や合併症、異常検査所
見の出現は認めなかった。第 2 病日に抜管し、第 5 
 
 
Fig. 1 Abdominal CT on admission to 
hospital. White arrow shows the pooling of 
gastric contents. 
 






メタノール濃度は 252.1mg/l（基準値 3mg/l 以下）、尿




      
Fig. 2  Clinical course of treatment 
HDF: Hemodiafltration; HD: Hemodialysis 
 

































































































































が 2.23g/l での死亡例も確認されている 15)。 
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